
JP 2010-268654 A5 2011.3.10

10
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【公開番号】特開2010-268654(P2010-268654A)
【公開日】平成22年11月25日(2010.11.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-047
【出願番号】特願2009-119787(P2009-119787)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月20日(2011.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子部品を実装するヘッドユニットと、
　固定子と、発熱部を有する可動子とを含み、前記可動子が所定の方向に沿って移動する
ことによって前記ヘッドユニットを移動させるモータ機構部と、
　前記可動子が移動する複数の位置のうち、前記可動子が他の位置に比べて長い時間滞留
する滞留位置の近傍に少なくとも一部が固定的に設置され、前記可動子が前記滞留位置以
外の位置に位置する場合には前記可動子を冷却しないで、前記可動子が前記滞留位置に位
置する場合に前記可動子を前記滞留位置において集中的に冷却する冷却部とを備え、
　前記滞留位置は、前記ヘッドユニットが部品供給装置により供給される前記電子部品を
吸着する吸着位置に前記ヘッドユニットが移動された際に前記可動子が配置される位置で
ある、部品実装装置。
【請求項２】
　前記ヘッドユニットは、平面的に見て、第１の方向および前記第１の方向と交差する第
２の方向に移動可能に構成されており、
　前記モータ機構部は、前記可動子が前記所定の方向に沿って移動することによって前記
ヘッドユニットを前記第１の方向に移動させ、前記ヘッドユニットを前記第１の方向に移
動させることによって、前記ヘッドユニットを前記吸着位置および前記待機位置の少なく
とも一方と、前記電子部品を実装する実装位置とに配置させるように構成されている、請
求項１に記載の部品実装装置。
【請求項３】
　前記冷却部は、前記可動子に対して集中的に冷却風を供給する冷却風供給装置であり、
　前記ヘッドユニットの次の移動先の位置情報に基づいて、前記ヘッドユニットの次の移
動先の位置が前記吸着位置の場合に、ヘッドユニットが前記吸着位置に移動する前に前記
冷却風供給装置を駆動させる制御を行う冷却制御部をさらに備える、請求項１または２に
記載の部品実装装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【発明の名称】部品実装装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、部品実装装置に関し、特に、可動子を冷却する冷却部を備えた部品実装装置
に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、冷却部の大型化（大容量化）を抑制しながら冷却部による可動子の冷却効率を
向上させることが可能な部品実装装置を提供することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　この発明の一の局面における部品実装装置は、電子部品を実装するヘッドユニットと、
固定子と、発熱部を有する可動子とを含み、可動子が所定の方向に沿って移動することに
よってヘッドユニットを移動させるモータ機構部と、可動子が移動する複数の位置のうち
、可動子が他の位置に比べて長い時間滞留する滞留位置の近傍に少なくとも一部が固定的
に設置され、可動子が滞留位置以外の位置に位置する場合には可動子を冷却しないで、可
動子が滞留位置に位置する場合に可動子を滞留位置において集中的に冷却する冷却部とを
備え、滞留位置は、ヘッドユニットが部品供給装置により供給される電子部品を吸着する
吸着位置にヘッドユニットが移動された際に可動子が配置される位置である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　この発明の一の局面による部品実装装置では、上記のように、ヘッドユニットを移動さ
せる可動子が移動する複数の位置のうち、可動子が他の位置に比べて長い時間滞留する滞
留位置の近傍に少なくとも一部が固定的に設置され、可動子が滞留位置以外の位置に位置
する場合には可動子を冷却しないで、可動子が滞留位置に位置する場合に可動子を滞留位
置において集中的に冷却する冷却部を設けることによって、ヘッドユニットを移動させる
可動子が相対的に長い時間滞留する滞留位置において可動子を可動子の近傍から相対的に
長い時間冷却することができるので、冷却時間が短い場合や可動子の遠方から可動子を冷
却する場合などと異なり、冷却部の大型化（大容量化）を抑制しながら冷却部による可動
子の冷却効率を向上させることができる。また、冷却部により、ヘッドユニットを移動さ
せる可動子が滞留位置以外の位置に位置する場合には可動子を冷却しないで、ヘッドユニ
ットを移動させる可動子が相対的に長い時間滞留する滞留位置に位置する場合にだけ可動
子を滞留位置において集中的に冷却することによって、滞留位置に位置する可動子に対し
て集中して冷却動作を行うことができるので、冷却部の大型化（大容量化）を抑制しなが
ら冷却部による可動子の冷却効率を向上させることができる。また、ヘッドユニットが他
の位置に比べて長い時間滞留する吸着位置に移動された場合に、冷却部により可動子を冷
却することができるので、相対的に長い時間可動子を冷却することができる。また、ヘッ
ドユニットが吸着位置に移動された場合に可動子を冷却するので、実装作業中に可動子を
効率よく冷却することができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　この場合、好ましくは、ヘッドユニットは、平面的に見て、第１の方向および第１の方
向と交差する第２の方向に移動可能に構成されており、モータ機構部は、可動子が所定の
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方向に沿って移動することによってヘッドユニットを第１の方向に移動させ、ヘッドユニ
ットを第１の方向に移動させることによって、ヘッドユニットを吸着位置および待機位置
の少なくとも一方と、電子部品を実装する実装位置とに配置させるように構成されている
。このように構成すれば、第１の方向および第２の方向のうち、ヘッドユニットを吸着位
置、待機位置および実装位置に配置させるための第１の方向にヘッドユニットを移動させ
るモータ機構部の可動子を効率よく冷却することができる。また、この発明の一の局面に
おける部品実装装置は、冷却部は、可動子に対して集中的に冷却風を供給する冷却風供給
装置であり、ヘッドユニットの次の移動先の位置情報に基づいて、ヘッドユニットの次の
移動先の位置が吸着位置の場合に、ヘッドユニットが吸着位置に移動する前に冷却風供給
装置を駆動させる制御を行う冷却制御部をさらに備える。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　また、一対の第１ヘッド側冷却ファン８１（第２ヘッド側冷却ファン８２）は、それぞ
れ、第１ヘッドユニット３（第２ヘッドユニット４）が吸着位置に配置されている際の可
動子３１ｃ（４１ｃ）のＹ方向の略中央に配置されている。これにより、第１ヘッド側冷
却ファン８１（第２ヘッド側冷却ファン８２）から供給される冷却風は、通風孔５ｆを通
過した後可動子３１ｃ（４１ｃ）の下面に沿ってＸおよびＹ方向に略均等に拡散される。
その結果、第１ヘッド側冷却ファン８１（第２ヘッド側冷却ファン８２）からの冷却風が
可動子３１ｃ（４１ｃ）の全域に広がるので、可動子３１ｃ（４１ｃ）全体を効率よく冷
却することが可能となる。また、上記のような構成により、第１ヘッド側冷却ファン８１
（第２ヘッド側冷却ファン８２）は、可動子３１ｃ（４１ｃ）が滞留位置以外の位置に位
置する場合には可動子３１ｃ（４１ｃ）を冷却しないで、可動子３１ｃ（４１ｃ）が滞留
位置に位置する場合にだけ可動子３１ｃ（４１ｃ）を下面側から集中的に冷却可能である
。
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